
  

教科名 国 語 科目 国 語 授業時間 ３時間 

 

１．教科書および副教材・参考書 

教科書：「新編新しい国語１」（東京書籍） 

副教材：①「国語の学習［東１］」（浜島書店）   ②「学習漢字ノート［東１年］」（浜島書店） 

③「国語力を伸ばす語彙 1700」（文英堂） ④「つまずかない！文法の学習」（新学社） 

    ⑤「国語便覧 千葉県版」（浜島書店） 

問題集：「中学アクティブ国語１年」（学友社） 

朝読書：①各標準図書（課題図書） ②「よむYOMUワークシート中学生版〔通年30回〕」（読売新聞） 

 

２．授業の目標および内容 

言葉を使うために必要な知識・技能の獲得に加え、思考力・判断力・表現力のうちの特に「読むこと」に重

点を当てた指導を通じて、確かな読解力の基礎を固めていくことはもちろん、「話すこと・聞くこと」「書く

こと」にも繋がる言語の基盤を作ることを目標とします。「読むこと」の領域では、説明的文章、文学的文章、

韻文、古典文学など幅広いジャンルを扱うことに加え、読み比べや複数テクスト、実用的な文章などにも触

れることで、これからの社会を自分らしく豊かに生きることができる資質・能力の基礎を築いていきます。

古典文学作品では、日本の言語文化に対する理解を深めるとともに、日本語の性質を理解することを通じて

物事を見る解像度を高め、日常のコミュニケーションを円滑で豊かなものにできるように導きます。 

こういった資質・能力を育む前提として、読解力やコミュニケーション能力の基礎となる漢字・語彙力を

高めるために、定期的に各種小テストを行います。 

 

３．試験について 

 １学期 ２学期 ３学期 

定期試験 一次 ５月 二次 ７月 一次 10月 二次 12月 期末 ３月 

※内容・難易度…「国語」「国語演習」という２科目を合わせて「国語」として 100点満点の問題を作成し

ます。教科書本文の読解問題を中心に、小テスト範囲の漢字・語句、文法学習、応用読解問題など、副

教材や問題集などからも幅広く出題します。 

 

４．課題・補習について 

 平素の課題は、語句テストへの学習、新しい教材に入る際の「予習復習プリント（教科書本文の通読、意味

段落・場面分け、語句の意味調べ）」等です。 

長期休業中の課題は、問題集の指定箇所が中心です。加えて、夏季休業中には作文・読書感想文等も課さ

れます。 

 語句テストで合格点に達しなかった生徒には、別途課題があります。漢字・語彙力は国語の基盤となりま

すので、特にきっちり学習してもらいます。 

 年３回実施される「学力推移調査」に向けて、その直前期や長期休業中には「学推過去問にﾁｬﾚﾝｼﾞ！」講習

を実施します。大問別に解答・解説を行いますので、実力アップの機会として活用しましょう。 

 

５．評価の視点 

定期試験を中心に平常点を加えて算出します。 

平常点は、漢字・語句の小テスト、問題集や「予習復習プリント」等の課題・提出物、ノートの工夫、学習

に主体的に臨む姿勢などを評価します。静かにまじめに授業を受けることは勿論ですが、受け身ではない主

体的な参加を期待します。  



  

授業計画 

学期 単  元 学 習 内 容 備 考 

１ 〔―導入〕 

①朗読の世界 

〔1.言葉を楽しむ〕 

②詩の心―発見の喜び 

③風の五線譜 

④扉の詩八編（一部） 

〇さまざまな表現技法  

など 

 

＜１学期１次テスト＞ 

 

〔2.思いを捉える〕 

①私たちの未来 

〇接続する語句・指示する語句 

〔3.分かりやすく伝える〕 

②オオカミを見る目 

③「常識」は変化する 

〇情報の分類・比較 

〔―読書〕 

④平和のバトン     

など 

 

＜１学期２次テスト＞ 

◎朗読が持つ効果や魅力について理解する。 

○指示語や接続語の理解など、文章を読む基本を大切にして、

正確に読むように心がける。また、文章における疑問文の役

割を知り、その答えが筆者の主張であることを理解する。 

◎詩が日常を捉え直すものであると理解する。 

○指示語について理解を深めるとともに、「否定」の形が対比的

な効果をもたらすことを理解し、読解に役立てる。 

○詩の形式や表現技法について知識を得て、表現の効果を理解

して自ら使用できるようになる。 

○問題集を用いて、韻文の読解力を高める。 

 

◎登場人物の心情が変化したきっかけとその変容について理解

し、学校生活を前向きに捉えるようになる。 

○文章を客観的に読むなど、物語文を読む基本的な方針を理解

し、実戦する。また、物語文における中心は、場面の展開と

登場人物の心情だと理解し、意識して読解する。 

○問題集を用いて、物語文の読解力を高める。 

◎対比（観点に基づいた比較）の構造に注目してオオカミにつ

いての見方の相違や変化を理解する。 

○筋道を立てて書かれた説明文を読む基本的な方針を理解し、

実戦する。また、指示語や接続語を用いて段落の役割や関係

を把握するとともに、対比や因果関係の視点を身につける。 

○資料編と本文とを比べ読みし、その類似点を見出す。 

＊漢字語彙力を高めるた

め、語句テストを週１

回程度実施する。 

（『国語力を伸ばす語彙

1700』（文英堂）―事象

や行為、心情を表す語

彙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊夏・冬・春の長期休業日

には問題集の指定箇所

を演習することによっ

て、学期中に得た技能

を活用できる実戦力へ

と高める。 

２ 〔4.展開を捉える〕 

①さんちき 

〇場面と描写 

〔5.考えをまとめる〕 

②私のタンポポ研究 

〇意見と根拠      

など 

 

 

＜２学期１次テスト＞ 

 

〔6.伝統文化に親しむ〕 

①移り行く浦島太郎の物語 

②伊曽保物語 

③竹取物語、④矛盾 

⑤さまざまな古典作品 

〇文語のきまりや訓読の仕方 

〔7.伝え方を考える〕 

⑥ニュースの見方を考えよう 

〇原因と結果      

〔―読書〕 

⑦お試し読書のすすめ など 

＜２学期２次テスト＞ 

◎場面の展開によって登場人物の心情がどう変化したかを、そ

の描写によって把握する。 

○場面の変化（展開）を把握する視点を得るとともに、因果関

係に注目して心情の変化を捉えるように意識する。また、物

語文におけるつまずきに留意した読解ができるようになる。 

◎問い、実験、結果という構造から、雑種のタンポポが日本で

多く生きているのはなぜかを理解する。 

○事実と意見、意見と根拠の違いを理解し、根拠が対比によっ

て説明されたり、複数の根拠があったりすることを把握する。 

○問題集を用いて、説明文の読解力を高める。 

 

◎我が国には豊かな言語文化の来歴があり、その現代の日本語

や文化への繋がりを理解して、親しみを持つようになる。 

○現代語訳を用いつつ、現代語とは異なる仮名遣いや言葉に注

意して、古文を読み味わう基礎に触れる。また、漢文特有の

リズムを味わい、訓読に必要な決まりの基本を知る。 

○資料編を用いて、代表的な作品の冒頭文を暗記する。 

○問題集を用いて、古典文学の読解力を高める。 

◎物事を捉える視点は複数あり、目的に応じて情報は精査でき

ると知ることで、ニュースの見方について自分の考えを持つ。 

○読み手を納得させるための、意見と根拠、具体と抽象、因果

関係、譲歩の構文といった効果を理解し、抑揚をつけた読解

ができるようになる。 

＊漢字語彙力を高めるた

め、語句テストを週１

回程度実施する。 

（『国語力を伸ばす語彙

1700』（文英堂）―事象

や行為、心情を表す語

彙／故事成語・ことわ

ざ） 

 

３ 〔8.視点を変える〕 

①少年の日の思い出 

〔―未来への扉〕 

②多様性と共生社会 

－「ろう者」として生きる 

〇図表、複数ﾃｸｽﾄの読み方 

など 

 

 

 

 

 

＜３学期期末テスト＞ 

◎前半と後半の視点の違いに留意して、「客（＝僕）」は「思い

出」にどのような思いを抱いているかを理解する。 

○語りの視点や回想に注目して登場人物を整理する。また、心

情に因果があることを踏まえ、場面の展開とともに心情がど

う変化したかを把握できるようになる。 

◎多様性とはどういうことか、マイノリティと言われる人々が

どう考えているかを把握することを通じて、様々な人々が互

いに尊重し合って共生できる社会を実現するために必要なこ

とを自ら考えるようになる。 

○図表や実用的な文章を含む、複数のテクストを読む際に踏む

手順を理解し、素早く必要な情報を抽出することに加え、そ

れぞれのテクスト同士の関係を把握できるようになる。 

○問題集等を用いて、様々なジャンルの読解力を高める。 

＊漢字語彙力を高めるた

め、語句テストを週１

回程度実施する。 

（『国語力を伸ばす語彙

1700』（文英堂）―慣用

句・四字熟語） 

 

 


